
おそろしい長時間労働─
　   こんなの耐えられない！
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連合は反対！

連合は反対！

■一般労働者の総実労働時間 ■総実労働時間の国際比較
　（2012年）＊短時間勤務者も含む

長時間労働の実態

■年次有給休暇の取得率等の推移■正社員の年休取得状況
　（2011年）

有給休暇も取れていない

■労災支給決定件数（2013年度） ■過労死の労災認定基準
　～時間外労働の危険なライン～

毎年100人超が過労死

結果的に上限は無制限！
36協定

■労働時間と割増賃金率の
　国際比較

低い割増率 ─海外と比較すると見えてくる実態

連合は、長時間労働による健康被害を起こさせないため、
またワーク・ライフ・バランスを確保するため、
労働時間の量的上限規制と
休息時間（勤務間インターバル）規制を導入すべき！ 
と訴えます。

労働基準法は
「1日8時間、週40時間」と規制。

でも「36協定」を結べば、
長時間労働が可能。

結果的に上限は無制限！

裁量労働制の対象業務の拡大
これまでの「事業の運営に関する事
項についての企画、立案、調査、分析
業務」に、法人顧客に対する営業業
務など、新たな類型が追加されます。

［資料出所一覧］ ●厚生労働省「毎月勤労統計調査」 ●独立行政法人労働政策研究・研究機構『データブック国際労働比較2013』　および公式サイト ●JETRO「ユーロトレンド2013年4月号」 ●OECD「iLibrary」 ●独立行政法人労働政策研究・研修機構「年次有給休暇の取得に関する調査（2011）」 ●内閣府・警視庁「自殺統計」

時間外労働は法で
「上限」を作るべき

休息時間をちゃんと
規制すべき

働き方の
選択肢を増やす

高度プロフェッショナル制度の導入
高度な専門的業務に従事する一定
の年収要件を満たす人を対象に、
本人の同意があれば労働時間・休
憩・休日に関する規制が適用されな
くなり、深夜の割増賃金の支払いさ
えも受けられなくなります。つまり、ま
すます長時間労働につながってしま
うのです。

❶年収要件
「1075万円」を参考にすると言っ
ていますが、「省令」事項なので、
いずれこの上限が簡単に引き下
げられるかもしれません…
❷高度な専門的業務
これもいずれ拡大されるかも…
❸本人の同意
「No」って言えるか…

なぜ危険？

長時間労働になるおそれが高ま
る労働者の範囲が拡大すること
になってしまいます。

なぜ危険？

休息時間（勤務間インター
バル）規制とは
健康確保をはかるため、24時間
につき原則として連続11時間の
休息期間を設けること
を義務づけること。
EU諸国で導入。

使用者 労働者
大学教授など有識者

連合の主張！

大きな枠組みを労働者の代
表がいない場所で決めた

あと、審議会に…というスタ
ンスも大問題。

均衡割増賃金率※は47.1％
※新しく人を雇う場合の費用と等し
くなる時間外・休日割増率が均衡割
増率。「長時間労働の削減」は同時
に雇用の増加を促す要素でもある

審議会では…

サブロク

サブロク

＊

＊

“公（公益）・労（労働者）・使（使用者）”
三者の代表で議論して決めていく仕組み
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リーマン・ショックの影響

ILO1号条約にて
最低25％と規定

2000時間を
切れない

規定なしだが
一般的には

一日の最初の2時間は
25％、それ以降は50％

1週間で8時間（法定労働時間
との合計で43時間）を超える
時間外労働については50％

あっという
間に朝…

ようやく
帰宅… 明日も山ほど仕事が…

定時はまぼろし。
全然終わらない…
残業は当たり前

昼休みも
まともに
とれない…

朝7時に
出勤…

休日も平日も…

 もうヘトヘト…

睡眠は
たったの
4時間！

海外と比較しても
日本の労働時間は

まだまだ長い

新たに人を雇うより
残業や休日出勤で
人件費を抑制して

いるんだ

正社員の約16％が
年休を1日も

取得していない！！

“KAROSHI”が
世界共通語に…

ここを何とか
しなければ！

（監修：連合労働法制対策局）

労働時間規制 わっか
 りんご レンゴー

仮面

STOP!
The長時間労働 「長時間労働は当たり前」「過労死なんて人ごと 」…と思っていませんか？

私たちは仕事をする上で「労働基準法という法 律に守られているから大丈夫なのでは」…と思っていませんか？
ところが、その労働基準法の根幹ともいえる「労働時 間に関する規制」が、今まさに国会で改悪されようとしています。「多様で柔軟
な働き方を実現する」という名のもとに、管理監督者 でもないのに、労働時間規制の保護をなくそうとする大変危険な「高度プロ
フェッショナル制度」（ホワイトカラー・エグゼンプシ ョン）の導入など、大幅な労働時間規制の取り外しが行われようとしているの
です。連合は集会やデモ行進、街宣行動などにより 反対運動を続け、法案を審議する場でも反対意見をぶつけてきましたが…
ここであらためて「長時間労働」についてのいろ いろな数字を見ながら実態を追いかけてみましょう。

で

これから国会で審議される“労働時間規制”の何が問題なのか！？

RENGO May 2015 


